
仕上用材

特長
1）嵌合タイプの折版の中で最も高強度のため、長大スパンの屋根に
最適です。

2）屋根面にボルトが見えず、スッキリした意匠性を発揮し、耐候性
にもすぐれた高級鋼板用工法として開発しました。

特長
1）嵌合タイプの利点をいかしつつ経済性をもたせた製品です。
2）丸馳折版Ⅱ型との組合せによるダブルパック工法に適応します。
3）公共施設やメンテナンス管理が厳しい建屋用途に多く採用されて
います。
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※単位重量はアルミ亜鉛合金めっき鋼板（ガルバリウム鋼板）の値を採用しています。
※断面性能は、JIS A 6514曲げ耐力試験に基づいて算出した数値です。

※単位重量はアルミ亜鉛合金めっき鋼板（ガルバリウム鋼板）の値を採用しています。
※断面性能は、JIS A 6514曲げ耐力試験に基づいて算出した数値です。

特長
1）「丸馳折版タイプ」の中では、折版特有の最も優れた断面強度を有
します。

2）高い耐風圧性能を求められる地域の建物や高さの高い建物に最適
です。

特長
1）広い底巾により、重量感あふれるデザインを実現します。
2）強度と経済性をバランスよく実現したもので、最も施工実績の多
いタイプです。

断面性能　

取付断面形状

断面性能　

取付断面形状

緊定金具
緊定ボルト

タイト
フレーム

16
0

26

500

82

200

緊定金具

緊定ボルト
タイトフレーム

16
5

26

333

50

82

折版

丸馳折版®Ⅰ型　　三晃金属工業（株）

丸馳折版®Ⅱ型　　三晃金属工業（株）

（鋼板）
板厚
mm

単位重量 正圧 負圧
kɡ/m kɡ/m2 Ixcm4/m Zxcm3/m Ixcm4/m Zxcm3/m

0.8 3.96 11.90 754 72.5 632 51.9
1.0 4.92 14.78 888 85.4 863 73.3

（鋼板）
板厚
mm

単位重量 正圧 負圧
kɡ/m kɡ/m2 Ixcm4/m Zxcm3/m Ixcm4/m Zxcm3/m

0.8 4.94 9.88 573 69.8 400 35.1
1.0 6.14 12.28 735 90.1 588 53.6

ご注意とお願い
本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するものであり、「規格」の規定事項として明記したもの以外は、保証を意味するものではありません。本資
料に記載されている情報の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきましては責任を負いかねますので、ご了承ください。また、これらの情報は、今後予告
なしに変更される場合がありますので、最新の情報については、担当部署にお問い合せください。本資料に記載された内容の無断転載や複写はご遠慮ください。本資料に記載
された製品または役務の名称は、当社および当社の関連会社の商標または登録商標、あるいは、当社および当社の関連会社が使用を許諾された第三者の商標または登録商標です。
その他の製品または役務の名称は、それぞれ保有者の商標または登録商標です。
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